
　日　時： 令和6年9月26日(木)　19時～

　回答率： 会場参加 37/38名(97.4％)、オンライン参加 28/37名(75.7％)

１．職種について

2.講演の内容やお口の評価シートについて、理解することができましたか？

3.グループワークではお口をみるポイントをつかむことができましたか？

令和6年度　第2回いいせんネット研修会アンケート結果
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4．本日の研修内容を今後の業務に生かすことができそうですか。

 〈オンライン〉

 〈会場〉

・口腔内スコアについては初めての学びでした。今後活かしていきたいと思います。(今までは口腔内乾燥の有無を意識して
チェックしていた)

・同じ評価表を使うことで、情報の共有にも分かりやすく役に立つと思った。

・とても分かりやすく、病院内でも活用していきたいと思いました。

・OHAT-Jでの評価は難しかったですが、患者さんの口腔内をしっかりと評価してケアに活かしたり、歯科と連携したりするた
めにとても必要だと感じました。現場で評価して、口腔ケアに活かしていきたいと思います。ありがとうございました。

・明日からの業務に活かせそうです。ありがとうございました。

・口腔研修は何度聞いても勉強になります。

・口腔環境、摂食嚥下の重要性を再認識できた。

・口腔ケアができている方はほとんどいないと思う。必要性や重要性を感じていないことがほとんどで世代的に口腔ケアを重
要視してきていないので、伝え方が難しい。最後に見たスライドの口腔状態にかなり衝撃を受けました。

・プロジェクターで流すものの背景色が青なのは見にくかったです。

・院内に歯科衛生士の方がいて嚥下委員会などでも口腔内のケアの仕方などを教えて頂いています。院内へ持ち帰って入院時
などにOHAT-Jを取り入れられないか検討できればと思います。ありがとうございました。

・症例をもとにグループで意見交換しながら口腔内の評価を行い、お口をみるポイントをつかむことができたと思う。貴重な
症例写真をみることができてよかった。

・同じグループに歯科衛生士の方がいらっしゃったので症状の言葉の意味等、教えてくださり口腔内の見方がわかりやすかっ
たです。

・口腔と誤嚥の関係性を知りたいと思っていました。今回のOHAT-Jを活用してみたいと思います。

・評価表を実際に用いて判断し、とても勉強になりました。

・口腔ケアの重要性について勉強できました。

・スコアがなかなか正答できず、慣れていくことが大事だと思いました。

・研修であったOHAT-Jがもっと広がれば良いと思った。我々ケアマネでは直接専門的に見るための知識が足りない。在宅であ
れば訪問系や通所系サービスでも取り入れられたら良いと思う。

・BP製剤を服用されている方の口腔内の状態に意識を向けようと思いました。

・写真があり、口の中の状態を見極めるのにわかりやすかったです。

5.本日の研修内容について、ご意見等があればお聞かせください。

「できそうにない」、「とてもできない」と答えられた方はその理由を教えてください。

・仕事の上では口の中を見ることはあまりない為。

・施設にいらっしゃる高齢者の方々にどのようにケアしていったらよいか考える。

・練習問題でいくつか間違えました。判断が難しいと思う事があり、その時は上司に判断を仰ぎたいと思います。

・口腔内の評価シートをして行きましたが、専門外でした。
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 〈オンライン〉

 〈会場〉

 〈オンライン〉

・歩行リハビリについて学びたい。

・利用者一人一人のケア方法を知りたい。

・家庭でのケアの仕方が知りたい。

6.今後の研修会で聴いてみたい・学びたい内容があればお聞かせください。

・ケアの仕方もわかればなお良いのでは。

・ビスホスホネート製剤を飲まれている方は多いため、注射も含めて再度歯周や歯肉の炎症など注意をしたいと思いました。
特に介護度の高い方へは周りの方へも口の中の観察もお願いしたいと思いました。

・研修に参加して、口腔内の清潔についての必要性を改めて感じました。有難うございました。

・今後の口腔ケア、観察に役立てたいと思った。

・川内地区で地域での口腔体操等は実際に行っているのか(どなたが？どんな風に？→効果は？)

・オーラルフレイル、フレイルサイクルについて(戻れない状態ではない、どのようにしたら良いのか詳しく学びたい)

・OHAT-Jという評価基準を知らなかったので大変勉強になりました。共通の口腔評価基準を持つことは、スタッフ同士や、施
設間でのストレス低減にもなり、結果的に患者さんや利用者さんのさらなるQOL向上につながるのではないかなと思いました。

・具体的に学べて、理解しやすかった。

・ケア方法を教えていただきたいです

・誤嚥について

・歯の磨き方(介助)、嚥下障害のある方のうがい方法

3


